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研究ノート

抄録：本稿では、幼稚園教育実習における実習園へのアンケート調査を通して、幼稚園教育実習の望ましい時期
を明らかにしようと試みた。１年次では11月、６月、10月に希望が集中し、２年次では６月、10月、９月に集中
した。KJ法により理由をカテゴリー化してみると、園の行事が少ないことや子どもたちが落ち着いているなどの
「園の都合」と、十分な実習前指導を期待していることや実習での経験の期待、就職活動を意識している「学生
への配慮」の大きく二つに分かれた。さらに希望月と理由をクロス集計してみると、希望が集中していた６月は
「園の都合」が大きく影響していたが、同じく希望の多い11月は「学生への配慮」も影響していることがみられ、
その内実が異なることが明らかになった。
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１．はじめに
本研究は、二年制の保育者養成校である昭和学院
短期大学（以下、昭短とする）の教育課程において、
幼稚園教育実習（以下、教育実習とする）の望まし
い時期について、実習園アンケートを通して検討す
るものである。

（１）問題の所在と目的
筆者らはこれまで、昭短の学生や実習園へのアン
ケート調査を通して、学生と養成校と実習園の三方
において望ましい実習とは何かを追究してきた。
まず、入学して初めての実習である教育実習の事
前指導の回数が３回と少ないことを課題とし、それ

を改善するために、一年次の実習時期を９月から11
月へと変更することで回数を増やした。その後の学
生へのアンケートでは、９月よりも11月のほうが満
足度が高いという結果が得られた。（注１）

次に、２年間で４週間という実習期間を一年次と
二年次でどのように割り振るべきか、実習園と学生
の双方にアンケート調査を行った。その結果では、
２週間ずつよりも１年次に１週間、２年次に３週間
という割り振り方が望ましいという結果が出た。 （注２）

以上を踏まえて、今回の研究では実習の時期につ
いて検討する。実習の期間は１回あたりおおよそ１
週間から１か月に渡ることが多く、養成校と実習園
の双方にとって、年間のスケジュールに大きな影響
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を及ぼす。よって、実習時期を設定することは慎重
に検討せざるを得ない。それにもかかわらず、現在
の実習時期を決定する方法に明確なルールや根拠が
ないまま今日に至っている。また、実習園はこれま
で実習時期に関する意向が確認されないまま、養成
校のスケジュールに合わせた実習時期を受け入れる
か否かという二択しかない状況を一方的に迫られて
きた。 （注３）今回は、実習園による実習時期に対する
意向を確認し、双方ができる限り納得する時期を本
研究を通して探りたい。

（２）先行研究
上記のように、実習時期の設定は養成校と実習園
の双方において重要事項であるにもかかわらず、実
習園を対象とした教育実習の時期に関する研究は、
管見の限り見当たらない。
そのような状況ではあるが、小学校以上の実習を
対象としたものはいくつかある。例えば、村井らの
研究（2023）は、小学校での教育実習の在り方につ
いて学生にアンケート調査を行った。その中で、実
習時期と期間について実習先の先生からどのような
コメントがあったかについて言及している。「９月
ごろの実習だと運動会の練習ばかりになってしまう
から６月がいいね」という学校行事に関するコメン
トや「９月に希望する学生が多いため、６月で助
かった」という他校の実習生との兼ね合いについて
も触れられている。
また、松本（2019）は、高等学校の教育実習の課
題をテーマとした研究の中で「教職課程教育実習連
絡協議会」にて実習の受け入れの課題について高等
学校の校長から意見聴取をしている。その中で、「９
月と６月の実施のどちらが良いかと考えている。３
週間の実習の場合は９月実施の方が、受入れ教員の
負担も軽いように思う。６月は高校での行事が多
く、高校側の教員の負担が大きい」と、受け入れ時
期に言及する言質を得られている。
実習の時期と学生の心理的負担の関連について、
長谷川（2007）は、実習が１年次の前期にある学生
（B1群）と後期にある学生（B2群）に対して、不安
度を計測した。B1群は「事前理解」と「活動内容」
に不安を抱えていることに対して、B2の方が実習
への「期待度」が高いことが示された。B1群は入学

してから日が浅く、実習への事前理解がまだ乏しい
ため、B2群よりも不安が高く期待度が低いと言う
こともできる。しかし、これはアンケートを実施し
た時期が前期の実習の直前であったため、実習の直
前には不安が高まるということを単に示したとも言
える。その対策として直前に何らかの実習指導を行
う必要があるとまとめている。
以上のように、幼稚園教育実習の時期について実
習園の意向を調査した研究は極めて限られていると
言えよう。

２．教育実習の時期
（１）昭短の実習スケジュール
幼稚園教諭Ⅱ種免許状と保育士資格を取得するた
めの実習が、卒業までの２年間で５回実施されてい
る。２年間で最初の実習は、１年次の11月に実施さ
れる幼稚園実習（１週間）である。この実習は、
2022年度までは９月に行われていたが、事前指導の
回数が十分に取れないなどの課題があり、2023年度
からは11月に変更された。続いて、１年次の２月に
10日間の保育所実習（保育実習Ⅰ）、２年次の６月
に10日間の施設実習（保育実習Ⅰ）、夏休みに２回
目で３週間の幼稚園実習、11月に10日間の保育所実
習（保育実習Ⅱ）が行われている。

（２）他校の実習時期
昭短の所在地が千葉県市川市であるため、同じく
千葉県北東部の他の二年制の幼稚園教諭養成校の実
習時期と比較したい。

A短期大学においては１年次の11月に１週間の観
察実習を行い、２年次の５~６月に３週間の教育実
習を行う。B短期大学においては、コロナ禍での実
習実施期間がそのまま採用されており、１年次は４
月～12月の期間に分散的・断続的に実施（２週間
分）行い、２年次では10月中旬〜下旬に２週間の実
習を行っている。
さらに千葉県内にある短期大学データ収集が十分
に行えなかったため、これらの比較データに加え、
神奈川県内の同じ二年制短期大学の保育士・幼稚園
教諭養成校との比較も行った。C短期大学は一年次
は11月に１週間、２年次は５~６月にかけて３週間
の実習を行なっている。
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同じく神奈川県のD短期大学では１年次と２年次
は２週間ずつであるが、時期はそれぞれ11月と６月
になっている。１年次の実習時期の選定には理由が
あり、前期に付属幼稚園での授業内実習が関係す
る。学生の春休みと夏休みなどの長期の休みを利用
し、１年次の「保育所保育実習Ⅰ」と「施設保育実
習Ⅰ」、さらに２年次の「保育実習Ⅱ」または「保育
実習Ⅲ」を実施しているため、空いている期間とし
て２年次の６月を「教育実習（幼稚園実習）」期間と
しているという現状であった。
上述の調査をもとに改めて昭短と比較すると、他
の短大の実習時期は１年次は11月、２年時は５~６
月実施が多いことに対し、昭短は１年次が11月、２
年次が９月実施と、時期が若干ずれている。それぞ
れの大学の事情もあるが、５~６月ごろに実施して
「早めに実践経験を積ませたい」傾向か、もしくは夏
以降９月ごろに実施し「じっくり準備を整え、より
深い実践を目指したい」傾向かの違いと見られる。
実際に受け入れる園側はどのような時期が望ましい
と思っているのかを、アンケートを元に調査を進め
ていく。

３．研究の手順
（１）アンケート調査
昭短のこども発達専攻１・２年生が2023年度に
実習を行った千葉市、柏市、松戸、船橋、市川市、
鎌ヶ谷市、印西市、四街道市などにある66園を対象
とした。実習園66園を対象に、2023年11月20付でア
ンケート用紙を郵送し、記入後に返送してもらう形
で実施した。
内容は、１年次と２年次の望ましい実習時期につ
いて記入したうえで、任意に選択理由を記述すると

いうものである。

（２）分析の手順
まず、希望する月の集計を行った。一つの園で複
数の月を選択した場合は、重み付け方式でカウント
した。例えば、二つの月を選択した場合、その二つ
の月に0.5ポイントずつを加える。このようにして、
全園の合計重みが一致するよう調整した上で、各月
ごとのポイントを算出し、希望の集中傾向を明らか
にした。
次に、任意で記入した理由を付箋を用いて抽出
し、KJ法を用いてカテゴリーに分類し、ラベリング
を行った。
最後に、希望月と KJ法をもとにカテゴリー化し

た理由とを関連付けるクロス集計を行った。こちら
も希望月のカウントと同様に、重み付け方式を採用
した。例えば、ある園が二つの月を選択したうえで
理由も二つあげていた場合、0.25ポイントずつ二つ
の月に加算される。

（３）倫理審査
本研究は、昭和学院短期大学倫理委員会の承諾を
得ている。また対象者には本研究の目的と方法を口
頭と文書で説明した。調査への協力は自由意志に基
づくものであること、協力に拒否しても不利益はな
いこと、データは匿名化した上で使用すること、得
られたデータは本研究以外には使用せず、本研究終
了後に破棄すること、アンケートの回答をもって本
調査に同意したとすることを説明した。

（図１）１年次実習の希望月の集中度 （図２）２年次実習の希望月の集中度
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４．結果
（１）アンケートの結果
１年次の実習時期においては、11月を望む園が最
も集中し、６月が続いた。その次に10月、９月と集
中する。一方で、３月が最小となり、８月と４月が
続いた。（図１）
２年次では、６月に最も集中し、10月、９月と続
いた。一方で、２月と３月が最小で、８月が続いた。
（図２）
希望月の理由に関する自由記述の回答率は、１年
次２年次とも72.2％だった。

（２）KJ法の結果
記述された理由を KJ法にて分析してみると、１
年次・２年次とも、「実習園の都合」もしくは「学生
への配慮」のどちらか、または両方の理由で実習月
が選択されていることが明らかになった。したがっ
て、「実習園の都合」と「学生への配慮」という二つ
のカテゴリーを設けた。さらに、それぞれの理由を
ラベリングしてみると、以下のような結果となっ
た。
まず、１年次における「実習園の都合」というカ
テゴリーの中には「子どもの状況」、「園行事」、「指
導のしやすさ」、「実習のスケジュール」とラベリン
グでき、「学生への配慮」というカテゴリーは「学生
の学び①」と「学生の学び②」とラベリングできた。
（図３）
以下、ラベリングについて説明する。まず「実習
園の都合」の中の「子どもの状況」は、子どもが園
の生活に慣れたり、行事が少ないなどで落ち着いて

いるという状況を指している。「園行事」は、運動会
や遠足などの園の行事が少ないということである。
次に、「指導のしやすさ」は、選択した月が担任が子
どもを把握している時期などで、実習生にアドバイ
スしやすいというものである。「実習のスケジュー
ル」は、他の保育者養成校の実習生の受け入れと重
ならないという意味である。
「学生への配慮」の中の「学生の学び」に関しては
いくつかの観点が見いだせた。まず、「学生の学び
①」は「保育を十分に学んでからが良い」といった、
学生の「学びの準備」を期待するものである。「学生
の学び②」は、「座学の内容がイメージできるように
早めに実習をした方が良い」という「学びのつなが
り」を意識したものである。
次に２年次における「実習園の都合」というカテ
ゴリーには、「園行事」、「子どもの状況」、「実習のス
ケジュール」がラベリングでき、「学生への教育的配
慮」のカテゴリーにでは「学生の学び」、「就職活動」
とラベリングできた。（図４）
以下、ラベリングの意味を説明する。「実習園の都
合」の各ラベリングに関しては、１年次とほぼ同様
の意味である。
次に「学生への配慮」の「学生の学び」は１年次
と同じく複数の観点を含んでいる。「学生の学び①」
は１年次と同様である。「学生の学び③」は、実習中
に行事やクラス運営など特定の物事を学生に経験さ
せたいという「教育的期待」がある。「学生の学び
④」は責任実習に言及したものである。このように
「学生の学び」に関しては複眼的な選択理由が存在
することが明らかになった。

（図３）１年次実習の希望月の理由 （図４）２年次実習の希望月の理由
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最後に、「就職活動」は２年次特有のラベリングで
ある。「就職の見定め」「就職先として意識してほし
い」という意味を含んだものとしてラベリングされ
ている。
以上の KJ法において分析したカテゴリーと導き

出したラベリングをまとめたものが表１となる。
（表１）

（３）クロス集計
先の KJ法において明らかになった「園
の都合」と「学生への配慮」の大きなカテゴリー
が、月ごとにどのようなバランスで見られるかとい
う分析を試みた。

１年次において、まず言及された理由数が最も多
かったのは11月、次いで６月であった。一方、最小
の順は３月、４月、８月となる。さらにカテゴリー
別にみると、「園の都合」が最も多く挙げられていた
のは６月、次いで11月、９月となった。「学生への
配慮」に関しては10月が最も多く、11月、９月と続
いた。（図５）一方２年次は、全体的な言及数におい
て６月が最も多く、10月、９月と続く。一方で、最
小の順は、２月と３月が同数で、次いで８月となっ
た。「園の都合」は６月が最も多く、11月、９月と
なった。「学生への配慮」については、10月が最多
で、６月、９月となった。（図６）

（図５）クロス集計よる１年次の実習の希望月のうちわけ （図６）クロス集計よる２年次の実習の希望月のうちわけ

（表１）KJ 法による１年次２年次の実習の希望月の理由分析
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５．考察
（１）両学年実習の全体的な希望傾向
どちらの学年も４月、８月、３月の実習は避けら
れている。この理由として、４月は入園もしくは進
級したばかりであること、８月は夏季休園中である
こと、３月は卒園や進級の準備があることなどが要
因として考えられる。
そして、両学年とも６月の希望が集中しているこ
とが共通している。これは、１年次は１週間、２年
次は３週間という実習期間を実質的に確保しなくて
はならないという点から、行事が少ない６月が選択
されるというのは理にかなっている。特に３週間と
いうまとまった期間が必要な２年次では、１年次よ
りもその傾向が強まったと考えられる。
さらに共通事項として「園の都合」である「園行
事」が理由で、１年次、２年次とも６月と11月が多
く希望されていた。「園行事」の捉え方として、行事
が少ないことを良しとする園と、行事が多いからむ
しろ良いとする園で意見が分かれた。主に前者は１
年次の希望時期に、後者は２年次の希望時期に多
かったことから、１年次の実習は落ち着いた時期に
指導したいという傾向、一方で２年次の実習では保
育者としてより現場の仕事を体験してほしいといっ
た傾向が伺える。
このように考察を進めていくにつれ、実習の希望
月の理由について、年次別の傾向違いが明らかに
なってきた。以下１年次、２年次についてそれぞれ
考察していく。

（２）１年次実習の希望傾向
11月と６月に希望が集中しており、理由の言及も
多くなっている。どちらの月も「学生への配慮」よ
りも「園の都合」による理由を多く挙げている。し
かし、それぞれの月の「園の都合」と「学生への配
慮」の比率を見てみると、11月のほうが６月よりも
「学生への配慮」の割合が高くなっている。よって、
11月の方が６月よりも実習生の学びに実習園の意
識が向いているということが言える。
これは、１年次は実習期間が１週間と２年次より
も短いため園のスケジュールに与える影響は比較的
小さく、それよりも保育の初学者と捉えてまずは学
校での学びを深めてから実習に臨んでほしいという

実習園の意向の表れだと考えられる。同じ傾向が10
月に強く出ている。この「学びの準備」に関する記
述は２年次に比べて１年次が多く見られる。

（３）２年次実習の希望傾向
実習期間の希望理由に「就職活動」を挙げている
点が特徴的である。理由を「就職活動」のためとし
た園は多くが６月を選択しており、これは学生が就
職を意識し始める時期としてこの時期が重要な節目
となることを見越した意見であることが伺える。実
際に私立幼稚園では、６〜７月に園見学や説明会を
実施し、８〜９月に採用試験を行うところが多く、
その前に実習で見定めてもらいたいという園の意向
が受け取れた。
また、１年次にはなかった理由として「学生の学
び」の中に「責任実習」への言及が散見された。２
年次の「責任実習」は実際に子どもたちを前にして
計画・実施・振り返りを行う実践的な学びの場であ
り、『幼稚園教育要領』では「単に「指導案どおりに
活動を進める」ことに留まらず、現場の保育者との
連携や臨機応変な対応力が養われる機会となる」と
ある。
加えて「行事を経験してほしい」など、教育的な
期待を込めて行事の多い２学期を希望する園も見ら
れる。教育的な期待が読み取れる１年次では「観察
する」や「見る」などの文言が多く、観察実習を意
識しているのに対し、２年次には「経験」や「体験」
など、上記の「現場の保育者との連携や臨機応変な
対応力」の醸成を意識した文言が見られた。

６．さいごに
本稿では実習園へのアンケートを通して、二年制
の保育者養成校における幼稚園教育実習期間の望ま
しい時期について検討した。
昭短に関していえば、一年次の11月の実習はおお
むね実習園の意向とも合致しているが、二年次の実
習に関しては６月もしくは11月を検討してもよい
と思われる。
今回は幼稚園を対象にアンケート調査を行った
が、今後は保育所にも同様の調査を行い、比較した
いと考えている。
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注
1 ）拙稿（2023）、（2024a）を参照。
2）拙稿（2024b）を参照。
3）ただし、地域によっては個々の大学が個別に実習時期を
定めるという方法ではなく、幼稚園協会といった団体と、
その地域の複数の大学が「実習連絡協議会」を定期的に開
催し、実習時期に関して協定を結んでいる。
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